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　本ガイドブックは卒業論文の内容を基に作成しました。ガイドブックを読んで研
究に興味を持ってくださった方は QR コードから卒業論文のレジュメが参照できま
すのでぜひ御覧ください。また、下記の連絡先にご連絡いただければ、論文本体を
お送りすることも可能です。決してクオリティの高い論文とは言えませんが、この
研究に続く形であれ、この論文の批判から入る形であれ、本研究と関連した研究を
行う方にとって何かしらの力になれればと思います。

本ガイドブックの作成及び研究の中で、狸谷山不動院の調査にあたっ
て松田亮海様を始めとする狸谷山不動院の皆様、安祥院様にお世話に
なりました。また、「信楽タヌキ」についての理解を深めるにあたって
は冨増純一様、信楽古陶愛好会様、信楽町観光協会様、福陶庵様にご
協力いただきました。末筆ながら記して深く御礼を申し上げます。
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　また、研究の一環として「境内にタヌキを置いたことのある方」

を探しています。どんな些細な情報でも構いませんので、こちらも
下記の連絡先にご連絡いただけますと大変嬉しく思います。
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一言タヌキ 一言タヌキ「信楽タヌキ」に正式名称は存在せず、信楽焼のタヌキ、タヌキの置物などと呼ばれる事が多い 江戸の時代劇に「信楽タヌキ」が置いてあったら、きっとタイムスリップしてきたタヌキだ
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はじめに

タヌキの「住まう」不思議なお寺　

　狸谷山不動院にはどういうわけか「信楽タヌキ」が置かれている。
現在その数はなんと 340 体を超えており、このタヌキを目当てに寺院
を訪れる参拝者も少なくないという。
　だが、そもそもなぜ境内にこれほどのタヌキが置かれるようになっ
たのだろう。恐らく持ち込まれたタヌキによって理由は様々だ。しかし、
結果として境内に集まったタヌキ達は、寺院の景観の一部となって見
る者に大きな影響を与えている。加えて注目したいのが、このタヌキ
はどうやら「お供え物」や「信仰対象」とは少し異なる扱いを受けて
いるという点である。見栄え良く並べられるタヌキもいれば、反対に
壊れたり土に埋もれたりしてもそのままにされるタヌキもいる。「信楽
タヌキ」は境内に「住みついている」と言ってもいいだろう。
　そこで本ガイドブックでは、そんな奇妙な住人である「信楽タヌキ」
を中心に据え、改めて狸谷山不動院という寺院を見ていきたい。そし
てこのガイドブックを通じて狸谷山不動院に、「信楽タヌキ」に興味を
持っていただけると嬉しい。

「信楽タヌキ」とは？
「信楽タヌキ」とは？

居酒屋の店頭に置かれているタヌキを目にしたことはな
いだろうか。「信楽タヌキ」は名前の通り現在そのほとん
どが滋賀県甲賀市信楽町で生産されている。成立は一般
に 1900 年代初頭とされ、意外にも歴史は浅い。現在は
主に縁起物として大量生産されていて、「他を抜く」とい
う言葉遊びから商売繁盛を願って置かれることも多い。

バリエーション豊富な「信楽タヌキ」
「信楽タヌキ」がバリエーション豊富であることも意外と
知られていない。まず成立した当初、最初期のタヌキは
動物的な表情をしていて、身体も比較的スリムであった。
それが時代とともに変化、体型はふくよかになり、表情
も可愛らしくなっていった。また、時代が新しくなるに
連れて多様化も進み、笠や徳利の代わりに別の道具を手
にしたタヌキや、忍者の格好をしたタヌキなど、まさに
変幻自在なタヌキが生まれるようになった。

信楽町の陶器屋にはこれでもかというほ
どタヌキが並べられている。怖い。

「信楽タヌキ」の「基本型」。笠を被り、
徳利と通帳を持つ。キンタマがでかい。

境内にもいる最初期のタヌキ。
鼻が高く耳も長い、動物的な姿。

境内のタヌキを見てみるだけで
も、姿や表情がとにかく多彩。



最初期のタヌキは本体に後付でキンタマをくっつける「吊金」という製法で作られていた一言タヌキ 一言タヌキ境内入口にはタイガース優勝記念石碑があり、隣に野球道具を持ったタヌキがいるぞ
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地点 1　―入口―

「背の順」に並べられるタヌキ
　本堂へ続く階段の手前、「狸谷山不
動院」と彫られた石碑のあるこの場所
が境内の入口にあたる。入口が出来上
がったのは 1979 年、それ以前ここは
池だったという。そんな入口には現在、
160 体近い「信楽タヌキ」がずらり
と並ぶ。駐車場が隣接しており、4 地
点で最もタヌキを置きやすい場所な為
か 1m 近い大きなタヌキも存在する。
　特徴的なのはタヌキが「背の順」に
並んでいることだろう。しかし、「背
の順」の並びが顕著になったのは比較

的最近で、2014 年以降のことである。
ちょうどこの年、入口に除草シートを
敷く改装工事が行われ、その際多くの
タヌキが並び直されたのだ。それ以前
この地点には草が生い茂っていて、タ
ヌキも現在と比べると乱雑に並べられ
ていた。「狸谷はお不動さまのお寺で
あり、タヌキには関心がない」という
姿勢を取る寺院が、改装工事を行って
タヌキをキレイに並べ替える。そこに
は寺院側のタヌキに対する心境の変化
も反映されているのかもしれない。

入口
タヌキコレクション 入口編
フリーズタヌキ
無防備度：★★★★☆
虚無感：★★★★★
ただひたすら虚空を見つめる
タヌキ。何か恐ろしいものを
見てしまったのか、はたまた
現実から逃避しているのか。
その答えはタヌキのみぞ知る。

妖怪そろばんタヌキ
縁起物感：★★★☆☆
妖怪感：★★★★☆
おそらく商売繁盛にちなんで
算盤を持っているのだが、ひょ
ろひょろした輪郭と独特の表
情から、縁起物というよりは妖
怪に見えてしまうタヌキ。

タヌキ老師
貫禄：★★★★★
防寒性：☆☆☆☆☆
実は服を着たタヌキも少なか
らず存在する。身体に生えた
苔も相まって大分風格がある。
それでも腹とキンタマはしっか
り出すところが好印象。

最初期タヌキ
古さ：★★★★★
野生感：★★★★★
最初期の頃の特徴を有するタ
ヌキ。かと思えば境内に置か
れ始めたのは 2010 年前後の
よう。見た目とは裏腹にここで
は新参者なのかもしれない。

怪獣タヌキ
体重：2 万トン
武器：白熱光
この地点でもっとも大きい 1m
程のタヌキ。古めのタヌキな
ので表情も怖い。しかし信楽
町には 2m~5m のタヌキも存
在する。上には上がいるのだ。

ど忘れタヌキ
見つけやすさ：★★★★★
記憶力：★☆☆☆☆
何か大切なことを忘れている
ような、いやそんなことはな
かったような。まあいいや。
ちなみに橙色の釉薬の方が黒
色よりも少しだけ高級らしい。

マスコットタヌキ
縁起物感：★★★★★
あざとさ：計測不能
見よ、この眼差しを。露骨に
縁起の良さをアピールする開
運の絵馬を。境内で最もあざ
といタヌキではなかろうか。で
も可愛い。憎めない。可愛い。

ブタヌキ
もやもや感：★★★★☆
独自性：★★★★★

「信楽タヌキ」に対する感想は
様々で「キモイ」と「可愛い」
が両立しているようだが、中
でもこのタヌキは意見が大きく
割れそうだ。私は大好き。




